
古
記
録
に
見
る
常
円
寺

４
、『
日
蓮
宗
明
細
簿
』
に
見
る
常
円
寺

〔
光
圀
公
寄
進
の
ご
本
尊
〕

『
文
政
寺
社
書
上
』に
は
、
客
殿
（
＝
本
堂
）の

本
尊
は「
宗
法
之
通
諸
尊
安
置
」
と
の
記
述
が
あ

る
が
詳
細
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
明
治

十
年
の
『
日
蓮
宗
明
細
簿
』
に
は
本
尊
に
つ
い
て

次
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

宝
塔
中
「
題
目
」「
多
宝
」「
釈
迦
」、「
四
菩

薩
」「
四
天
王
」「
文
殊
」「
普
賢
」「
不
動
」

「
愛
染
」「
日
蓮
」
但
し
、
木
像
十
五
躯

祖
師
堂
に
は
「
日
蓮
」「
大
黒
天
」
二
躯

妙
見
堂
に
は
「
妙
見
」「
清
正
」

二
躯

本
堂
に
は
、
日
蓮
宗
の
本
尊
と
さ
れ
る
「
一

塔
両
尊
四
士
」
と
呼
ば
れ
る
仏
様
が
あ
り
、
そ

れ
は
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
七
文
字
を
記
し

た
題
目
塔
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
両
脇
に
二
仏

並
座
の
「
釈
迦
」「
多
宝
如
来
」、
さ
ら
に
「
上

行
・
無
辺
行
・
浄
行
・
安
立
行
」
の
四
菩
薩
の
ほ

か
諸
尊
を
上
段
に
安
置
し
、
そ
の
前
に
「
日
蓮

聖
人
」
像
と
い
っ
た
配
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
日
蓮
宗
の
習
わ
し
に
従
っ
て
安
置
さ
れ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
明
治
四
十

四
年
の
『
東
京
名
所
図
会
　
西
郊
の
部
　
常
圓

寺
の
項
』
に
は
、

表
門
は
其
の
西
に
當
る
黒
色
門
に
て
内
に

浄
行
菩
薩
の
石
像
を
安
置
す

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
い
つ
の
時
か
ら
か
分
か

ら
ぬ
が
、
石
像
の
浄
行
菩
薩
が
表
門
の
内
部
に

安
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

ま
た
、『
文
政
寺
社
書
上
』
に
は
前
記
の
諸

尊
仏
の
造
立
施
主
は
水
戸
光
圀
公
で
あ
る
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
あ
の
『
黄
門
さ
ま
』

が
…
…
と
誰
し
も
思
う
だ
ろ
う
が
、
水
戸
光
圀

公
と
宗
教
と
の
関
係
は
深
く
、『
日
蓮
宗
小
辞

典
』
に
は
次
の
ご
と
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

徳
川
御
三
家
の
一
つ
水
戸
藩
の
二
代
藩
主

光
圀
（
一
六
二
八
〜
一
七
〇
〇
）
は
、
幕
府

の
新
設
寺
院
禁
止
令
に
も
と
づ
い
て
、
領

内
の
新
設
寺
院
の
整
理
を
行
い
、
ま
た
淫

祠
を
廃
止
し
、
由
緒
あ
る
寺
社
を
復
興
す

る
な
ど
宗
教
制
度
の
是
正
を
実
施
し
た
。

法
華
経
の
信
者
で
あ
っ
た
母
久
昌
院
の
十

三
回
忌
に
あ
た
り
、
久
昌
寺
を
建
立
し
た
。

ま
た
、
光
圀
公
は
千
葉
県
安
房
小
湊
町
に
あ

る
日
蓮
宗
誕
生
寺
に
も
ゆ
か
り
が
深
く
、
明
応

七（
一
四
九
八
）年
と
元
禄
十
六（
一
七
〇
三
）
年

の
二
度
に
わ
た
る
地
震
・
津
波
に
よ
る
災
害
で

多
く
の
諸
堂
が
流
出
し
た
も
の
の
、
誕
生
寺
二

十
六
世
日
孝
上
人
の
時
、
光
圀
公
が
援
助
を
行

っ
て
再
興
し
た
と
い
う
。
光
圀
公
が
常
円
寺
に

ご
本
尊
を
寄
進
し
た
の
は
い
つ
頃
の
こ
と
な
の

か
、
ど
の
よ
う
な
関
係
か
ら
な
の
か
…
…
な
ど
、

残
念
な
が
ら
分
か
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
。
光

圀
公
が
藩
主
に
就
任
し
た
寛
文
元
（
一
六
六
一
）

年
の
頃
と
い
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
常
円
寺
が
寺
院

と
し
て
の
体
制
を
整
え
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た

と
想
像
で
き
る
。
そ
の
常
円
寺
の
発
展
を
い
ず

れ
か
の
者
よ
り
漏
れ
聞
き
、
誕
生
寺
の
再
興
に

尽
力
し
た
ご
と
く
、
外
か
ら
援
助
の
手
を
差
し

の
べ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
つ
づ
く
）
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